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その他_イベント収容想定 

入り込み者数算出 

 

公園利用実態調査からの利用者数の算出 

公園利用者数を、「平成 26 年度都市公園利用実態調査報告書/平成 27 年 3 月/国土交通省都市局公園緑

地・景観課」の利用実態から想定 

 四條畷市総合公園のレベル設定 

当該公園は総合公園であるため、総合公園の数値を採用する。 

公園予定面積は 22.5ha であるが、そのほとんどが森林または造成法面であることから、 

有効利用可能面積は 7.5ha 程度にとどまる。 

 

 

 利用者数 

総合公園の 1 日当りの利用者数は平日で 2,424 人、休日で 4,090 人である。補正率を掛け、

1日当りの利用者を算出 

  

補正率：0.375（7.5ha÷20.0ha） 

資料⑤ 
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上記計算値の 1 日当たりの利用者数を日最大利用者数と設定し、『自然公園等における利用

拠点整備のための計画作成マニュアル（1997）/（財）国立公園協会』の年間利用者数の算定

式により年間利用者数を算定する。 

 

節型・・・1／100：Ⅳ季型（通年型活動プログラムの展開を想定） 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 エラー! 指定したスタイルは使われていません。-1 季節型－最大日率相関図 

自然公園等における利用拠点整備のための計画作成マニュアル（1997） 

/（財）国立公園協会より 

年間利用者数 ＝ 日最大利用者数 ÷ 季節型 

 

■1日当りの最大利用者数 

平日（2,424 人×0.375）、休日（4,090 人×0.375）⇒平日 909 人、休日 1,534 人 

 

■年間の利用者数 ※平日 244 日、休日 121 日で計算 

（909 人×244 日+1,534 人×121 日）÷365÷1/100⇒111,619 人 

 

■1 日の平均利用者数 

111,619÷365⇒306 人 
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イベント時の収容能力 

通常のスポーツ・レクリエーション利用以外にイベントを開催した場合の収容可能人数を算定 

イベントを開催できるスペースとしては、多目的広場（14,700m2）、人工芝運動場（8,100m2）＋ 

未整備エリア（15,000m2）が考えられる。 

表 エラー! 指定したスタイルは使われていません。-1 施設における収容能力 

 

※自然公園等における利用拠点整備のための計画作成マニュアル（1997）/（財）国立公園協会より 

 

■収容可能人数 

◎ゆったりとしたイベントＡ⇒園地単位面積（15m2/人） 

・多目的広場：（14,700m2÷15ｍ2）⇒980 人 

・人工芝運動場：（8,100ｍ2÷15ｍ2）⇒540 人 

・未整備エリア：（15,000m2÷15ｍ2）⇒1,000 人 

 

◎混みあったイベントＢ⇒ビジターセンター単位面積（2m2/人） 

・多目的広場：（14,700m2÷2ｍ2）⇒7,350 人 

・人工芝運動場：（8,100ｍ2÷2ｍ2）⇒4,050 人 

・未整備エリア：（15,000m2÷2ｍ2）⇒7,500 人 

 

Ex)1 カ月に 1 度、イベントＡとＢを交互に多目的広場で行った場合、980 人×6 カ月+7,350 人×6 カ月

⇒49,980 人が訪れる。 

 


